【平成十七年第二回市議会定例会提案理由説明】　　　　　　　　　　１７年６月１４日
　本日、ここに、平成十七年第二回市議会定例会が開会されるにあたり、最近の市政の状況と提案いたしました諸議案につきまして、その大要をご説明申し上げます。　
　ご説明に入ります前に、去る十日、元白山市長職務執行者・元鶴来町長でありました車幸治さんが逝去されましたことに対し、謹んで哀悼の意を表する次第であります。車さんとは、五月末にお会いし、親しくお話をさせていただいたところであり、この度の突然の訃報に接し、大きな驚きとともに、深い悲しみと暗然たる思いでいっぱいであります。
　元鶴来町長　車幸治さんは、平成六年十二月に町長に初当選以来、連続三期十年間、鶴来町政の舵取役として、卓越した手腕と指導力のもと、町勢発展と住民福祉向上のため、次々と重要事業を積極的に進めてこられました。更に、白山市誕生に向けては、この地域の将来のあり方について情熱を持って議論されるとともに、持ち前のスポーツマン精神と的確な判断力により、互譲の精神の中、円満な合併の推進に大きく貢献されたのであります。

　また、本年二月一日からは白山市長職務執行者を一ヶ月余り務められ、新市白山市の円滑なスタートにご尽力頂いたところであります。

引き続き市勢発展のため、ご指導を仰ぎたく思っておりましたこのような時に、この度の訃報は誠に残念の極みであります。

このうえは、白山市発展に向け、更なる努力をお約束するとともに、車家と白山市の合同葬を執り行うこととし、これまでの多大なご功績に改めて深謝し、衷心よりご冥福をお祈りいたすものであります。

さて、白山市がスタートして約四ヶ月半が経過したところであります。私は今、合併後の行政を推進する上において、何が一番大事なのかと考えたときに、住民の一体感の醸成が必要であることを実感しております。これまで申し上げてまいりましたとおり、それぞれの地域には、長年にわたって培われてきた歴史や伝統文化などに基づく特性があり、そのことをお互いが良く認識し、理解していくことが肝要と思っております。

　このような中、四月には、二十八の地区公民館で構成される白山市公民館連合会の設立総会が開催され、地域文化を白山市全体で共有し、子供の健全な育成につなげていくとともに、平野部と山ろく部などの地域間交流事業を促進していくことが確認されました。さらに、五月には三百七十六町内会を有する白山市町会連合会総会が開催され、町内会全体で新市の発展に努めていくことが承認されました。私は、新市発足後、新たにスタートした各種団体の総会などに出席しておりますが、「互譲・共生の精神」で、それぞれ交流が進められていることを実感しております。これからも行政、民間を問わず、文化・スポーツ、地域イベント等で多くの市民が交流することにより、さらに一体感が醸成されていくものと確信しているところであります。　　　

また、それぞれの団体には、地域において果たしている役割の大きさを認識され、白山市発展のために、一層ご協力いただくことをお願い申し上げるものであります。

　一方、四月に松任地区で開催された「白山市誕生を祝う美術展」及び中川一政画伯の作品を展示する「出張美術館」が、五月末から八月までの日程で、白峰地区を皮切りに七地区で順次開催されております。多くの市民に出展作品を堪能していただけることは、大変に有意義なことであると同時に、美の感動を共有することで一体感の醸成につながるものと考えております。　　　

　

このような中、市民一人ひとりが真の豊かさを実感し、安全で安心して暮らすことができる、公正で「市民本位」の市政運営に努めていくため、住民の声を直接聞く、地域懇談会「こんにちは市長です」を、五月より白峰地区から始めたところであり、市民のみなさんの新しいまちづくりへの率直な思いをお聞きし、改めて市政に反映させていきたいと考えております。また、すでに実施しています「市長への提案はがき」「市長へのメール」においても、市民の幅広いご意見を拝聴しており、常に市民の目線で物事を考えながら市民生活の向上に一層取り組んでまいりたいと考えております。　

　

　次に北陸新幹線についてであります。

北陸新幹線は、日本海国土軸の形成と国土の均衡ある発展に不可欠な国家プロジェクトであり、東海道新幹線の代替補完ルートとしても重要な役割を担うものであります。　

　また、地元経済への波及効果も見込め、地域の振興、発展に大きく繋がるものと思っております。

このような中、四月二十七日、金沢・富山間のフル規格及び福井駅部の着工について、国土交通省より鉄道・運輸機構に対して工事実施計画の認可があり、去る六月四日に、石川、富山、福井の三県でそれぞれ起工式が行われました。引き続き県内で開催された促進大会では、白山総合車両基地までの早期完成と敦賀までの一括認可などを求める決議がされたところであり、一日も早く北陸新幹線の全線整備が実現されるよう強く要望するものであります。　　　

また、本市内で計画されております白山総合車両基地の認可につきましては、沿線各県の建設負担調整に時間が必要なことから、秋頃となる予定でありますが、本市では特に本線引込線及び車両基地が建設されることから、去る六月一日、「白山市北陸新幹線整備対策本部」を設置し、九日に第一回の本部会議を開催したところであります。さらに、早期の用地取得を進めるとともに新幹線整備により市民生活に支障を来さないよう、また、新幹線を利用した活力あるまちづくりを推進するため、担当の土地対策課を土地・交通対策課に改め、課内に「北陸新幹線整備対策室」を設置し、横断的な連絡体制により事務事業の円滑化を図ることとしたものであります。

なお、六月末から七月上旬にかけ、関係地区の説明会が予定されているところでありますが、沿線住民の皆様にはご理解をいただき、ご協力をお願いするものであります。

　さて、新市がスタートし、新しいまちづくり、市民サービスの充実を目指し各種委員会が設置されてきたところであります。

　四月には、学校統合検討委員会が発足し、白山麓小中学校の統合について、対象校を視察し、現状を十分に把握した中で協議を重ねているところであります。子どもたちが夢と希望を抱き、安心して学べる最良の学校整備に向けて、十分に検討されることを期待しているものであります。

　また、本市の地域特性を活かし、一体性のある観光交流都市実現に向け、観光戦略会議を来月早々に設置することとしております。この会議には、観光活性化検討委員会とスキー場対策検討委員会を設け、本市の恵まれた自然や伝統文化を活かした具体的な観光施策やスキー場の有効な活用と運営について検討していくこととしております。

なお、四月に、温泉や公園など市内の見どころを紹介した白山市観光ガイドブック「いらっし、みまっし、白山市」を作成したところであり、ゴールデンウィークには市内各地区が、多くの市民、観光客で賑わったところであります。今後、特に白山ろく地域への積極的な誘客や現有施設の有効活用、さらに核となる施設の捉え方も含め、検討していくことが必要であると考えており、本市としては、関係する法律に基づき必要な計画を立て、特色ある地域づくりの展開を強化していくため、地域振興課内に「白山ろく整備推進室」を設置し、プロジェクトチームにより事務の推進を図ることとしたものであります。

次に、市民の健康づくりについてであります。

　市民が、いつまでも健康で心豊かな生活を送ることができるよう、市民の主体的な健康づくりを支援していくことが強く求められております。

　こうした中、健康的な生活習慣のあり方や余暇を楽しむことなど、様々な分野から健康を学ぶ「けんこう・白山大学」が、市民約百七十名の参加により開講したところであります。本講座は、松任・美川地区の施設を会場とした「日本海セミナー」と鶴来・山ろく地区の施設を会場とした「手取川セミナー」の二コースとしており、参加者には、気軽に楽しく健康づくりを学んでいただくとともに、新市の新たな魅力も発見してもらえるものと期待しているところであります。

　次に、安全と安心な地域づくりについてであります。

　今月四日の若宮公園と、八日の千代野中央公園で相次ぎ遊具やフェンスに鉄線が巻き付けられる事件が発生しました。発見が早く、幸いけがをされた方はありませんでしたが、最近、特に私たちの身近での犯罪が多発し、地域での生活が脅かされる状況となっております。市内ではこれまでも、町内会、防犯協会及び各種団体による自主的な見回り活動が行われておりますが、今後とも防犯・防災は地域ぐるみで取り組むことが重要であることを踏まえ、チラシ、放送による啓発や住民の意識高揚に努め、安全で安心できるまちづくりを進めていくこととしております

次に、産業の振興についてであります。

　五月の政府の月例経済報告によりますと、我が国の経済は「景気は、一部に弱い動きが続くものの、緩やかに回復している」、先行きについては、「企業部門の好調さが持続しており、世界経済の着実な回復に伴って、景気回復は底堅く推移すると見込まれる。」としております。また、総務省によりますと、四月の完全失業率は、四．四パーセントとなり、六年四カ月前の水準に改善したとされており、石川労働局では、県内の有効求人倍率が、一．〇八となり、三ケ月ぶりに上昇するとともに、五ケ月連続で一倍を超え、雇用情勢は改善しているとしております。

　このような中、今般、キリンビール北陸工場が、平成十八年春の製造開始を目途に、約四十億円を投じ、新たにミネラルウォーター「アルカリイオンの水」を製造するため、現敷地内で生産設備等の建設に着手したところであり、本市といたしましては、新たな生産拠点の建設が、白山市の大きなＰＲとイメージアップに繋がるものと期待しております。　　

また、松任フロンティアパークには、現在三社が進出決定し、そのうち秋には二社目が操業予定であり、残り九区画についても現在数社と交渉を進めており、今後とも積極的に誘致を進めることとしております。
　さて、平成十六年度白山市決算につきましては、去る五月三十一日をもって出納を閉鎖し、現在、計数の整理中であります。一般会計の歳入においては、市税、国県支出金、地方交付税が確定する一方、歳出においては、各種事務事業の効率的な執行に、鋭意努めてきた結果、実質収支で　約十七億円を平成十七年度に引き継ぐ見込みであり、繰越額については、平成十七年度において基金の積立て及び所要経費として活用したいと考えております。また、特別会計では、観光事業特別会計を除き概ね健全財政を維持できる見通しとなっております。
　今後とも、厳しい財政の現状を認識しながら、限られた財源の中で創意工夫を凝らすとともに、諸施策の適切な選択と財源の確保に努めるなど、地方分権改革に沿った市財政の健全化に十分留意してまいりたいと考えております。
　それでは、提案いたしました諸議案について、ご説明申し上げます。
　提出案件は、決算認定四件、補正予算案六件、条例案四件、事件処分案八件、専決処分の承認にかかるもの十四件、報告案件八件の計四十四件となっております。
　はじめに、議案第七十六号から議案第七十九号までの平成十六年度の松任市、美川町及び鶴来町の水道事業会計並びに平成十六年度鶴来町工業用水道事業会計決算の認定についてであります。

　四件の会計におきましては、事業目的に従い適切な執行に努めた結果、概ね堅実な決算を結ぶことができました。今後とも経費の節減と効率的な運営を行い、経営の安定を図るとともに、安全で安心な水道の供給に努めてまいりたいと考えております。

次に、議案第八十号から議案八十五号までの本年度補正予算についてであります。

去る三月定例会におきましてご承認いただきました平成十七年度当初予算につきましては、いわゆる準通年型予算として編成したものであり、今回の補正予算において、政策的経費や投資的経費を追加計上しております。白山市の財政は非常に厳しい状況にあり、新年度がスタートして二ヶ月余りが経過した中、地域の特性を生かし、市域全体の均衡ある発展に配慮し一体感のあるまちづくりを進めていくため、合併特例債等の有利な財源を、有効かつ計画的に活用することに努め予算編成を行ったものであります。　　

今後は、行財政改革に真摯に取り組み最適なサービスを実施するため、市民にとって真に必要な事業を見極め、その実施時期についても十分に検討する中で、知恵を出し、市政を推進していくこととしております。

それでは、その概要について順次ご説明いたします。

まず、一般会計補正予算につきましては、総額二十四億七千七百三十五万二千円の増額補正となっております。その主なものとして、
　総務費では、白山市総合計画やバス交通ネットワーク計画の策定費、及び吉野谷支所の耐震補強等の改修工事費など、八千百三十四万二千円を計上するものであります。

　なお、総合計画策定事業については、業務期間が二ヶ年となるため、債務負担行為として二百万円を措置するものであります。

民生費では、就学児童に対する入院医療費の助成拡大、放課後児童クラブにおけるひとり親家庭に対する支援制度や、育児不安解消を図るための支援制度のほか、放課後児童クラブ、子育て支援センターの整備費など、三億二千九百四十三万七千円を計上するものであります。
　保健衛生費では、尾口地区、吉野谷地区の二つの市民温泉の修繕費及び白山市健康プラン策定業務費など、千六百五十万円を計上するものであります。

農林水産業費では、河内地区のつけ物加工施設、ＪＡ鶴来郷の農産物直売所及び地域農業集団育成事業費など、二億五千三百四十七万九千円を計上するものであります。
　商工費では、綿が滝いこいの森周辺整備事業、デジタル掛け軸イン鶴来の開催補助及び観光マスタープラン策定事業費など、一億八千四十四万六千円を計上するものであります。

土木費では、山ノ庄－矢頃島線の道路改良事業に着手するほか、平加－井関線道路整備事業などの通学道路や、生活直結道路を中心とした改良事業費及び、市道福正寺竹松線の物件移転補償費など、八億一千万九千円を追加計上するものであります。
　消防費では、松南分団消防ポンプ車整備及び松陽分団消防ポンプ自動車格納庫整備事業費など、六千四十一万千円を計上するのであります。

　教育費では、吉野谷小学校と千代野小学校のスクールバス購入費、美川小学校の耐力度測定業務の外、二校で耐震補強等の実施設計を、また、千代女の里俳句館建設事業費や体育施設改修事業費など、七億千九百十二万八千円を計上するものであります。
　なお、俳句館建設については、工事期間が二ヶ年事業となるため、債務負担行為として三億二千三百五十万円を措置するものであります。

　その財源として、国・県支出金、繰越金、諸収入などを充て、収支の均衡を図った結果、本年度一般会計予算総額は、四百九十六億八千五百三十五万二千円となっております。
また、特別会計につきましては、主なものといたしまして、簡易水道事業特別会計では、河内、鳥越地区の飲料水供給施設の改修費など、観光事業特別会計では、五つのスキー場において安全性維持のためのリフト等施設修繕費など、温泉事業特別会計では、一里野温泉引湯管改修工事費などとなっており、介護保険特別会計及び下水道事業特別会計の五つの会計を合わせて、五億二千八百九十二万三千円を増額補正をするものであります。

　

次に、議案第八十六号から第八十九号までの、条例案について、ご説明を申し上げます。
　まず、白山市総合計画審議会条例につきましては、地方自治法の規定により、白山市総合計画審議会を設置するため制定するものであります。

　次に、白山市営駐車場条例の一部を改正する条例につきましては、松任小学校前駐車場の用地を借受人に返還する必要が生じたため、当該市営駐車場に係る規定から削除するものであります。
　白山市乳幼児医療給付金支給条例の一部を改正する条例につきましては、入院に係る医療費の助成対象を、「小学校就学前まで」から「小学生まで」に拡大することとしたものであり、併せて条例名を「白山市子育て支援医療給付金条例」に改正するものであります。

　白山市農林水産加工販売施設条例の一部を改正する条例につきましては、松任農産物販売施設「通称、グリーントピア松任」の用途廃止に伴い、当該販売施設に係る規定から削除するものであります。

　

次に、議案第九十号から第九十七号までの、主な事件処分案について、ご説明申し上げます。
市民工房うるわしの指定管理者の指定につきましては、七月に当該施設が完成することから、その管理を指定するに当たり、地方自治法の規定に基づき議会の議決を求めるものであります。

財産の譲渡につきましては、松任農産物販売施設を松任市農業協同組合へ無償譲渡するため、地方自治法の規定に基づき議会の議決を求めるものであります。

白山市過疎地域自立促進計画の策定につきましては、過疎地域自立促進特別措置法に基づき、過疎地域（旧吉野谷村、旧鳥越村及び旧白峰村）の自立促進のための計画を策定するため、議会の議決を求めるものであります。

　次に、議案第九十八号から第百十一号までの、主な専決処分の承認について、ご説明申し上げます。
　まず、平成十六年度の一般会計補正予算につきましては、市債の最終決定、特別会計への繰出金の調整などによる財源調整のほか、決算見込みをもとに、合わせて四億八千二百三十四万四千円の減額補正を行ったものであり、その結果、平成十六年度一般会計の予算総額は、百八十八億九千八百二十三万六千円となりました。
　次に、平成十六年度の国民健康保険特別会計につきましては、直診施設繰出金の確定に伴い、温泉事業特別会計につきましては、旧市町村借入金返済金の増額に伴い、それぞれ増額補正を、老人保健特別会計及び介護保険特別会計につきましては、給付費の確定に伴い、簡易水道事業特別会計、観光事業特別会計、下水道事業特別会計につきましては、旧市町村借入金返済金の減額に伴い、それぞれ減額補正を行ったものであります。

　白山市税条例の一部を改正する条例及び白山市国民健康保険税条例の一部を改正する条例につきましては、地方税法の一部改正に伴い、また、白山市過疎振興対策のための固定資産税の課税免除に関する条例の一部を改正する条例につきましては、関係法令の改正に併い、それぞれ所要の改正を行ったものであります。
　平成十七年度老人保健特別会計の補正予算につきましては、平成十六年度の国庫支出金等の確定額が不足し、平成十七年度に精算交付されることになったことに伴い、観光事業特別会計につきましては、平成十六年度決算見込みにおいて、使用料収入が不足したことに伴い、それぞれ平成十七年度より繰り上げて充用する措置を講じたものであります。

次に、報告第一号から第八号までの報告案件について、ご説明申し上げます。
　平成十六年度の一般会計繰越計算書につきましては、繰越明許いたしました市道あさひ荘苑福増線道路改築事業費など十一事業について、また、下水道事業特別会計繰越計算書につきましては、繰越明許いたしました公共下水道管渠整備事業など三事業について、それぞれ議会へご報告するものであります。
　また、白山市、美川町、鶴来町、鳥越村の四土地開発公社、白山市松任農業公社及び株式会社ピークスのそれぞれの経営状況につきましては、地方自治法の定めにより、議会へご報告するものであります。
  以上をもちまして、今期定例会に提出いたしました議案の説明を終わりますが、何卒慎重にご審議の上、適切なるご決議を賜りますよう、お願いいたします。
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